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ばんえい競馬の楽しみ

北海学園大学 古林英一

（ばんえいファンクラブ顧問）

古林サイト www://homepage2.nifty.com/a-ichi/
メールアドレス a-ichi@mba.nifty.ne.jp 2

報告内容

• ばんえい競馬とは何か？
• ばんえい競馬という競技
• ばんえい競馬を楽しむ
• ばんえい競馬の現状と課題
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ばんえい競馬とは何か？

• 動物を使う競技
• 馬はスピードだけではない
• 農村娯楽として誕生
• 世界で唯一の馬事競技
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輓馬（ばんば）とは？

馬の分類
馬格による分類 ・・・・ 軽種，中間種，重種
用途による分類 ・・・・ 農用馬，乗用馬，愛玩馬
使役形態による分類 ・・・・ 輓系，乗系

品種からみた輓馬
ペルシュロン ・・・ フランス原産
ベルジャン ・・・ ベルギー原産
ブルトン ・・・ フランス原産
（重）半血 ・・・ 簡単にいえば雑種

輓馬はドサンコ（北海道和種）ではない
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現役最強馬スーパーペガサス
１９９６年５月３日生まれ
生産者：三井宏悦（帯広市）
調教師：大友栄司→大友栄人

1998年5月3日 初出走
149戦4２勝

収得賞金 ９４，８１７，０００円
（2005/8/15現在）

＜主な勝ち鞍＞
ばんえい記念（‘０３，’０４，‘０５）
旭王冠賞（‘０１，’０３，‘０５）
岩見沢記念（‘０２，’０４）
北見記念（‘０２，’０３）
帯広記念（‘０５）

2005年8月15日 ばんえいグランプリ優勝時
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スーパーペガサスの血統

父 ヒカルテンリュウ
（半血）

母 アサヒシャルダン
（半血）

マツノコトブキ（ペル系）

第二太陽（半血）

マルゼンストロングホース
（ベルジ）

第二太陽（半血）

二世ロッシーニ
（ペル）
初姫 （半血）

バンツバメ （半血）

太 陽 （半血）

コントリビュター

ジャネットスプレムド
ファルクール
タカラコマ（半血）

南山（半血）

ペル：ペルシュロン
ベルジ：ベルジャン
ブル：ブルトン
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ばんえい競馬という競技

• コースは直線セパレート２００ｍ（ダート）
• 途中，２か所の障害（山）
• 重量物を積載した鉄橇を輓曳して競走
• 橇の後端がゴール線通過した瞬間がゴール
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コースの形状

２００ｍ

競馬場ごとにコースの形状・砂質に差異

馬券検討の重要なファクター
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競 走 （１）

１．パドック ２．本場馬入場

３．スターティングゲート
※ゲート後方の白線がスタートライン
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競 走 （２）

４． スタート ５． ２障害登坂

６． ゴール前の叩き合い ７． そり運搬用機関車

11

馬具・馬装など（１）

ばんえい競馬で使用される馬具類はすべて元々実用品

【馬装】
平地競走と同様のもの 頭絡，ハミ
ばんえい独自のもの 馭者手綱（鞭は使わない）

がら（籾殻を布で包む）
わらび型（ガラを固定する金具）
背吊り
つり革
よびだし
胴引（橇と馬を連結する帯）

※伝統工芸品的な馬具 → 馬具職人の高齢化・後継者不足も問題
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馬具・馬装など（２）
①胴引き
②背吊り
③吊り革
④よびだし
⑤がら
⑥わらび型
⑦梶棒
⑧引木（「どっこい」）
⑨馭者手綱
⑩ゼッケン
⑪腹帯
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馬具・馬装など（３）

②背吊り
③吊り革
④よびだし
⑤がら
⑥わらび型
⑦梶棒
⑪
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馬具・装備など（２）

【橇（そり）関係】
鉄橇 ４６０ｋｇ
重量物 ５ｋｇ，１０ｋｇ，２０ｋｇ，５０ｋｇ
※ばんえい重量＝橇重量＋積載重量物
かじ棒 グラスファイバー製

引木（「どっこい」）

【騎手の装備など】
勝負服・ヘルメット・ブーツ 平地とほぼ同じ
体重調整用重量物（「弁当箱」） 騎手体重を７５ｋｇに統一
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馬具・馬装など（３）

①胴引き
⑦梶棒
⑨馭者手綱
⑩ゼッケン
⑫重量物
⑬「弁当箱」収納場所
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ばんえい競馬の歴史（１）

• 農民娯楽としての輓馬競走が前身
北海道のばんば大会

東北地方の馬力大会

• 1946年 地方競馬法に「輓曳」の規定
北海道の他，青森県でも施行

• 1947年 馬連主催で初のばんえい競馬
• 1949年 から北海道が主催
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ばんえい競馬の歴史（２）

• 1953年 市営競馬発足

• 1963年 旧旭川競馬場に直線コース完成

• 1964年 クラス分けに体重制導入

• 1967年 市営は輓曳，道営は平地に分離

• 1968年 北見・岩見沢・帯広も直線走路に

• 1968年 市営競馬協議会発足

• 1971年 鉄製橇，ｸﾞﾗｽﾌｧｲﾊﾞｰ製舵棒など

• 1973年 収得賞金制の導入

• 1974年 開催日数が１０２日（プロ化）
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売得金額・開催日数の推移
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ばんえい競馬の歴史（３）

• 1975年頃から売上高急増
• 1980年 調・騎分離が完了
• 1989年 北海道市営競馬組合設立
• 1991年 売上高ピーク（約３２3億円）
• 1993年 年末年始開催
• 1994年 帯広走路にロードヒーティング設置
• 2005年 初の周年開催へ
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ばんえい競馬を楽しむ

• 馬券の種類・・・単，複，枠連，馬複，馬単
• 馬券発売所

競馬場（旭川，岩見沢，北見，帯広）

ハロン（ばんえいの場外発売所）

Aiba（道営・ばんえいの共同発売所）
大井競馬場（ふるさとコーナー）

BAOO高崎
その他（高知，名古屋etc）※主要競走時
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ばんえい競馬の予想紙
現在では，「競馬ブック」と「ホースニュース馬」の２紙が販売されている

前 走

４岩［ ３ ］８．１ ３上470万 10ト ９
0.4% ２２０４ 高 橋 ６６０

Ｍ 前５７ 障４１ 後４２
［４］［１］［７］ 仕掛早 ２ｹﾞｰﾄ ９人気
タカギク １９．２ １０３８ ＋１３

高
680
橋

半血 スーパーカスタム 牡５

オノセンショー
半血 涼風 栗
半血 マルトセンショー 三石
佐久間征夫 高橋福吉

父の品種と名前 牡の５歳馬ば
ん
え
い
重
量

騎手

母の父の品種と名前

母の品種と名前

馬主

毛色

生産地

生産者

馬名

※他に，競馬場ごとの成績
水分別成績，全成績，ｅｔｃ

前走走破タイム

前走勝馬・当該馬とのタイム差

前走の馬体重
22

予想のファクター
• コース適性 コースごとに得手不得手

• 馬場の軽重 馬場水分が多い＝軽馬場

• 騎手 騎手の技量に差異

• 時計 直線の差し脚

• 気配 歩様，筋肉の付き方，ｅｔｃ

• ばんえい重量 新人や女性騎手には減量

• その他（様々な「俗説（？）」）
牝馬がそばにいると牡馬が張り切る（？）

障害上手な馬の隣はつられて上がる（？）
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ばんえい競馬の現状と課題

【抱える問題】

• 売上高の低迷 ピーク時の半分以下

• ファンの高齢化 馬に馴染みのない世代へ
• 施設の老朽化
• 馬資源の減少 生産者の意欲低下（世代交代）

【展開方向】

• 北海道遺産 文化資産としての活用

• 発売の全国化 全国マーケットへ
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売得金額の比率

100.0%16,903,214,400計

74.8%12,642,952,900場外計

6.7%1,134,061,100広域他場

8.5%1,428,870,200電話投票

4.1%686,453,700苫小牧

3.3%556,391,100釧路

9.7%1,638,361,100岩見沢

10.8%1,822,680,600北見

9.4%1,589,033,400帯広

22.4%3,787,101,700旭川

場
外

25.2%4,260,261,500本 場

比率売得金額 場
外
比
率
は
高
い
が
重
視
す
べ
き
は
本
場
で
は
？
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農用馬の生産頭数
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資料：馬関係資料 26

【参考資料など】
ばんえい競馬公式HP http://www.banei-keiba.or.jp/
ばんえい競馬情報局 http://banei.boxerblog.com/
内田靖夫『ばんえいまんがどくほん』

北海道市営競馬協議会，1978年
『輓馬の軌跡』（社）ばんえい競馬馬主協会，2001年
『競馬成績書』北海道市営競馬組合，毎年発行
『馬関係資料』農水省畜産振興課，毎年発行


